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概　要 施　策 

職業能力開発施設、認定職業訓練施設、工業高校等において技能を習得中の20歳以下の若者に対し
て技能レベルを競う場を提供することにより、これら若者に目標を付与し、技能を向上させることに
より就業促進を図り、併せて若年技能者の裾野の拡大を図ることを目的として、2005（平成17）年
度から実施している。 

国内の青年技能者の技能レベルを競うことにより、青年技能者に努力目標を与えるとともに、技能を
身近に触れる機会を提供するなど、広く一般国民に対して技能の重要性、必要性をアピールし、技能
尊重気運の醸成を図ることを目的として1963（昭和38）年度から毎年実施している。 

青年技能者が国際的に技能を競うことにより、参加国の職業訓練の振興及び技能水準の向上を図ると
ともに、国際交流と親善を目的として 1950年にスペインで開催され、現在隔年で開催。我が国は、
1962（昭和37）年度から参加している。なお、2007（平成 19）年11月には、「第39回技能五輪国
際大会」と、障害のある人が世界レベルの技能を競う「第7回国際アビリンピック」とが、我が国（静
岡）において史上初めて「2007年ユニバーサル技能五輪国際大会」として同時開催されることとな
った。 

特に優れた技能を有する一級技能士等が参加する技能競技大会であり、技能士の技能の一層の向上を
図るとともに、その地位の向上及び技能の振興を図ることを目的として1981（昭和56）年度から毎
年実施してきたが、2002（平成14）年度以降は隔年開催となっている。 

卓越した技能者を表彰することにより、広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、もって技能者の
地位及び技能水準の向上を図ることを目的として1967（昭和42）年度から実施している。 

我が国の産業・文化を支え、豊かな国民生活の形成に大きく貢献してきた「ものづくり」に携わる人
材のうち、特に優秀な成果を成し得た個人若しくはグループ又は団体に対してその功績をたたえるこ
とにより、「ものづくり」に携わる者の誇りと意欲の向上を図り、「ものづくり」に係る技術及び技能
の更なる発展と次世代への着実な継承に寄与することを目的として、2005（平成17）年度から実施
している（隔年実施）。 

認定職業訓練及び技能検定の推進についてその業績が極めて優良で他の模範となると認められる事業
所、団体又は功労者及び技能振興の推進についてその業績が極めて優良で他の模範になると認められ
る事業所及び団体を表彰することにより、認定訓練、技能検定及び技能振興の推進と技能水準の向上
に資するとともに職業能力開発促進法の趣旨の周知徹底を図ることを目的として実施している。 

障害のある人の職業能力の開発を促進し、技能労働者としての自信と誇りを持って社会に参加すると
ともに、広く障害のある人に対する社会の理解と認識を深め、障害のある人の雇用の促進を図ること
を目的として、1972（昭和47）年から実施している。 

159平成23年版　厚生労働白書

⑥
職
業
能
力
開
発

資料編


